
■計算に必要な項目

■計算で求める値

建設地域

建物仕様

市町村名
粗度区分
海岸または湖岸からの距離
建物の高さ
屋根最高高さと軒先高さの平均
屋根形状　（切妻・片流れ・円弧・その他）
屋根勾配
壁面開口の有無
躯体の種類　（木造・鉄骨造・ＲＣ造）
梁・母屋・垂木のサイズ、ピッチ
固定ファスナー

資料

建築基準法による強度計算
建築基準法では、「屋根ふき材、外装材等は構造耐力上安全であることを確かめなければならない。」とされています。
平成12年の建築基準法の大改正で、計算方法が大幅に変更されました。
また、平成19年の改正建築基準法では、一部の小規模な建築物を除き、確認申請時には
屋根ふき材等についても風圧に対する構造計算書の提出が義務付けられました。

平成12年10月１日より鉄鋼業界では「屋根の穴あき保証について」の材料統一保証基準を施行しました。
その後平成16年11月１日より「屋根用塗装／亜鉛系めっき鋼板の標準保証規格」を制定しました。
これにより、各鋼板メーカーは個別保証書の発行を廃止しましたが建材薄板技術・普及委員会（旧　亜鉛鉄板委員会）
が定めた材料標準保証規格に則したものといたします。
詳細については、建材薄板技術・普及委員会発行の「屋根用塗装／亜鉛系めっき鋼板の標準保証規格」を参照くだ
さい。

これにより、製品供給業者は適切な試験を行い、強度性能に関する情報を設計者へ提供することが求められます。
その強度性能の計算を行うために必要な情報（条件）を下表に記載しました。

木造２階建て以下、延べ面積500㎡以下、高さ13ｍ以下かつ軒の高さが9ｍ以下
木造以外は、平屋建て以下、延べ面積200㎡以下

小規模建築物とは

参考：屋根高さの見方

計 算 に 必 要 な 条 件

最高高さ

軒先高さ
（水下高さ）

①「風荷重」　　　上表条件による風荷重の値を計算します。
②「外装材強度」　弊社製品の各種試験値を用いて、上表条件による製品の強度を計算します。
③「固定強度」　　当社製品を下地材及び母屋に固定する際のファスナーの固定強度を計算します。

①「風荷重」（風の圧力） ②外装材強度 ③固定強度

最高高さ

パラペットの高さは含みません

軒先高さ
（水下高さ）

材料保証について

外装材は紫外線、天候、気温の変化等、過酷な条件下にさらされています。
年に数回の水洗いなど適切なメンテナンスをすることで美しい外観を長期間保つことが可能です。

なお、高所など危険な場所や清掃・点検が難しい場合等は、専門業者へお問合せください。

外装材メンテナンスについて

●汚れ・腐食の原因
塗膜の劣化や腐食は、塵やほこり、酸性雨などに含まれる汚染物質と車の排気、
暖房機の燃焼ガスによる汚染物質が、雨や水蒸気ににより外壁の雨水の流れにくい場所に停滞し進行します。

●メンテナンス方法
①ポイント
　軒下・バルコニー下・で窓の下・庇の下・暖房排気場所など

②クリーニング方法
　柔らかいスポンジや布で水洗いしてください。
　水洗いで除去できない汚れは中性洗剤を使用し、最後に水洗いをしてください。
　洗浄後は乾いた布で水分を拭き取ってください。

③注意
　硬いブラシ、研磨剤入りの洗剤、酸性・アルカリ性の洗剤、
　シンナー等の有機溶剤は、塗膜破壊の原因になりますので使用しないでください。

軒下

バルコニーや出窓の下

アルコープなどの
内部に入り込んだ所

給湯器・暖房機などの
燃焼ガスの発生する所

庇の下

棟角部 軒角部

風の強さ
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本 社

小樽事務所

札幌工場

小樽工場

函館営業所

旭川営業所

釧路営業所

北見営業所

稚内営業所

札幌市東区北丘珠4条3丁目12番1号

小 樽 市 銭 函 3 丁 目 5 2 4 番 地 1 7

札幌市東区北丘珠4条3丁目12番1号

小 樽 市 銭 函 3 丁 目 5 2 4 番 地 1 7

北 斗 市 追 分 3 丁 目 6 番 6 号

旭 川 市 永 山北 2 条 7 丁 目 7 番 地 3 0

釧 路 市 新 富 士 町 4 丁 目 3 番 2 3 号

北 見 市 常 川 4 1 8 番 地 1

稚 内 市 は ま な す 3 丁 目 8 番 2 号

〒007ー0884

〒047ー0261

〒007ー0884

〒047ー0261

〒049ー0101

〒079ー8452

〒084ー0904

〒099ー1584

〒097ー0011

　　　　　営業総括部　業務グループ　TEL 011（782）6019
　　　　　商 品 営 業 部　TEL 011（782）6001
　　　　　　　　　　　    FAX 011（782）6997

　　　　　 工 事 営 業 部　TEL 0134（61）6906
　　　　　技   術   部　TEL 0134（61）6907
　　　　　　　　　　　    FAX 0134（61）6908

　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　    

　　　　　　　　　　　    TEL  0138（49）8770
　　　　　　　　　　　    FAX 0138（49）8566

　　　　　　　　　　　   TEL 0166（48）5856
　　　　　　　　　　　    FAX 0166（48）5873

　　　　　　　　　　　    TEL 0154（53）0125
　　　　　　　　　　　    FAX 0154（53）0126

　　　　　　　　　　　    TEL 0157（39）3221
　　　　　　　　　　　    FAX 0157（39）3223

　　　　　　　　　　　    TEL  0162（34）6511
　　　　　　　　　　　    FAX 0162（34）6510
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https://www.jfe-hnk.co.jpホームページ：

※仕様は予告なく変更する場合があります。
※写真および印刷の仕上り上、現品と色彩が若干異なります。
※本カタログに掲載されている画像等の無断転載はご遠慮ください。
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